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図4 細胞積層法の実施例
(心，マウス C2C12筋芽細胞 (Myo)の 1，3， 7層構造のへマトキシリン ・エオシン(トIE)染色組織切片写真，


























そこで，ヒ ト動脈血管平滑筋細胞 (AoSMC) の4層
構造とヒ ト動脈血管内皮細胞 (HAEC) の l層構造か
らなるヒ ト動脈壁モデノレを構築し，ホノレモン剤に応答
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A-xz B-xz C-xz 
r 図7 サンドイツチ培養
(a)，4層のNHDFでl層のHUVECをサンドイツチ培養したイメージ (b)，一週間培養後のCLSMによる三次元観察写真 (HUVECを抗CD31抗
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